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2　新学習指導要領を導入する

開校前年、前々年から
説明会への参加、校内
研修を開催してあった
ので、比較的導入は円
滑であった。

新学習指導要領で示さ
れている新たな指導の
方向性を各教科におい
て取り入れるべく研修
し、本校ならではの独
自の教育プログラムを
作る。

次年度の取組成果と課題

1　中学校教育プログラムを充実する

次年度に繋げるための
プログラムは構築でき
たが、まだまだ整備・改
善・導入が必要なプロ
グラムがある。

生徒会活動、本校なら
ではの伝統行事など、
中学校ならではの教育
プログラムや行事を整
備する。

平成２２年度　学校関係者評価表（結果）

学校法人静岡理工科大学　静岡北中学校 森竹鍵治

学校教育目標 将来のScienceとSocietyを牽引できる存在感と思慮深さを持った人材の育成

【総合評価】
　「学校教育目標」、「教育方針」の内容を、開校１年目なり
に
具現化させ、礎を構築した年度であった。　入学した生徒
に、本校の特色ある教育に積極的に取り組ませることで、期
待する教育成果を得ることができた1年であったと判断する。
また、その成果を学校説明会等で積極的に外部に発信した
結果、2年目で学則定員を充足できたことも評価される。教育方針 将来、科学技術に夢と希望をもち、創造性豊かな人材育成の基礎をつくる

今年度の重点目標

次年度の取組

設定された教育目標に
沿った学校経営計画書
を作成し、社会から評
価を受ける学校づくりを
目指した。学校説明会
等で実情を公開し、入
学者が募集定員を上
回ったことは、社会から
評価を受けたものと思
われる。

社会から見てわかりや
すい教育目標を、より
具体的な形で示し、誰
からも評価されやすい
教育プログラムを考案
する。

ねらい 評価項目 達成目標 昨年度の実績

3　SPPへの積極的な取り組みをする

開校と同時にＳＰＰの
採択を受け、中学生段
階から研究活動に取り
組み、活動・発表に大
きな成果を挙げること
ができた。

SPPの採択を継続して
受けると共に、研究領
域を拡大すること。ま
た、科学系のコンクー
ルに応募し、活動の評
価を得ることを目標に
する。

健全な高校生活をおく
れるような生徒への啓
発活動を行い、個々の
生徒へのサポート体制
を家庭との協力のもと
確立し、生徒理解に努
める。また自立した生
徒の育成のための支
援をする。

生徒への啓発活動、家
庭との連携、事前・事
後指導体制、人間教
育、生徒理解、基本的
な生活習慣の確立、自
立した生徒の諸活動

日常の教育活動にお
いて、集団生活を通じ
て人間としての生き方
を学ぶ指導を展開す
る。

一人ひとりの生徒の状
況をスタッフ間で共有
し、個別のサポート体
制を実践し、家庭との
協力のもとに、生徒の
自立を支援した。

多感な時期を迎える生
徒たちの心理的事項を
教職員が的確にとら
え、適切な対応をする
体制づくりを心掛ける。

成果と課題

学校の方針に基づいた
進路指導を展開し、
個々の生徒の進路希
望に即した緻密な指導
を実行する。また、本校
独自のキュリア教育を
実施する。

学校の方針に基づく進
路指導、生徒への情報
提供、個々の生徒への
対応、

SKS（静北サイエンス）
やSPP（サイエンス・
パーチなーシップ・プロ
ジェクト）の活動を通
じ、将来の自分の姿を
イメージできる教育活
動を展開する。

SKSやSPPの活動を積
極的に展開すること
で、様々な分野での
キャリア教育を実施し
たものの、全員の生徒
が将来の自分の姿をイ
メージさせるまでには
いたらなかった。

高校生徒の交流や外
部の協力機関との連携
を増やすことで、高等
学校進学と、その後の
進路について、将来の
自分の姿をイメージで
きる教育活動を展開す
る。

学習プログラムの質的
向上を図ると共に、6ケ
年一貫教育プログラム
の研究・開発を行うこと
で、先進校に優る中高
一貫教育校づくりを目
指す。

公立中学校を上回る授
業時間数を確保し、丁
寧な学習活動を展開で
きた。また、本校独自
の教育プログラムや
ICTの分野でのティーチ
ングメソッドを展開し、
先進の中高一貫教育
校にない教育プログラ
ムを実行した。

６カ年一貫教育プログ
ラムの研究・開発を深
化させるよう、中高連
携教育推進委員会で
の検討を活性化する。

設定された教育目標に
そい学校経営計画書
が作成され、それに基
づいた教育活動を展開
する。

教育目標、学校経営計
画書、教育活動

新たな教育プログラム
を提案すべく開講した
中学校として、社会か
ら評価を受ける学校づ
くりを目指す。

適切な教育課程が編
成され、学習目標・計
画が明示され、日常の
学習活動を効果的に展
開する。

教育課程、学習目標・
計画・指導、課題実施、
学習状況把握
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日常から防災に対する
意識を高め、予期せぬ
災害時に適切な対応
ができる体制作りをす
ることが必要。また、学
校としても校内の危険
個所の定期的な点検、
スクールバスの安全運
行といった意識を常に
持ち合わせる。

防災訓練（校内・校
外）、災害時の対応、安
全な教育環境、安全な
スクールバスの運行

防災意識の継続的啓
発活動の実施と安全管
理に関しての教職員の
意識を高める。加えて、
教職員の危機管理に
対する意識も強める。

校内の危険個所の定
期的な点検、スクール
バスの安全運行が行
われた。しかし、防災ヘ
ルメットの不備があった
り、教職員の危機管理
に対する意識啓発が求
めるレベルを下回っ
た。

安否確認システムの的
確な運用をし、通学圏
の広い生徒たちの、登
下校時及び災害時の
生徒の状況把握を確
実にする。

生徒の健康管理のた
めの検診計画を作成・
実行し、疾病者に対す
る治療勧告を確実に行
う。また部活動の活性
化を図る。

検診計画、健康管理指
導、運動部・文化部の
活性化

治療勧告が出た生徒
は、確実に直させる指
導を徹底する。また、運
動部・文化部共に成果
を評価される活動をす
る。

生徒の健康管理のた
めの検診計画を作成・
実行し、疾病者に対す
る治療勧告を確実に行
なった。また、運動部に
おいては評価される成
績をおさめることができ
た。

運動部・文化部共にさ
らに成果が評価される
ようにバックアップ体制
を作り、生徒たちの心
身発達の一助となるよ
うな活動を展開する。

「知・徳・体」のバランス
のとれた力（キー・コン
ピテンシー）の育成をす
べく教育プログラムを
展開する。

CASE、言語技術教育、
SKS、キャリアデザイン
教育プログラムの展開

本校独自の教育プログ
ラムを展開し、価値観
の高い教育を展開する
学校としての評価を受
ける。

本校独自の4つの教育
プログラムは順調に遂
行することができ、その
成果は確実に上がって
いると判断できる。ま
た、外部からも注目さ
れるプログラムとしての
位置づけをすることが
できた。

各プログラムにおける
効果測定に関し、成果
が上がっていることが
確実にわかるような評
価方法を検討すること
が必要。

ICT教育に関する研修
に関しては、定期的に
行うことができた。それ
により、常勤のスタッフ
に関しては、一定の
ティーチングスキルを
身につけることができ
た。また定例会議（運
営・職員会議、学年部
会、教科担当者会　等）
を確実に行い、担当者
間の情報の共有化は
図られた。

CASEや言語技術など
に関する校内での研修
を企画し、中学校関係
教職員の特色あるプロ
グラムについての意識
の共有化を図る。

組織的な校務分掌体
制を整え、規律をもって
教職員が服務を全うし
する。また計画的な予
算編成を中長期的な観
点を考え行い、日常の
経理業務を正しく管理
する。加えて個人情報
に関する管理、公文書
管理を適切に行なう。さ
らに保護者・地域と連
携した活動を展開す
る。

効果的な学校運営体
制の確立、組織的な校
務分掌体制、規律正し
い勤務体制、連携した
危機管理体制、計画的
な予算執行、中長期計
画の編制及び遂行、経
理業務の管理、個人情
報保護、公文書の管
理、情報収集体制の確
立と効果的な活用

開講したばかりの学校
であるので組織体制を
整え、円滑な組織運営
ができるようにする。ま
た、些細なことであって
も報告・連絡・相談をし
ていくことで、情報の共
有化を行い風通しの良
い組織づくりをしてい
く。経理業務に関して
は、計画に基づき予算
計画を編成する。また、
コンプライアンスが求め
られる時代の中の学校
として、情報の管理意
識、教職員の規範意識
についても、啓発活動
をしていく。

円滑な組織運営ができ
るように、報告・連絡・
相談を確実に行う教職
員の意識により、情報
の共有化が行われ、風
通しの良い組織を構築
できた。また、コンプラ
イアンスが求められる
時代の中の学校とし
て、情報の管理意識、
教職員の規範意識が
持たれた。

中学校の完成年度に
向けて、学校運営体制
の確立やより組織的な
校務分掌体制の整備
をしていくことが求めら
れる。また、高校とも連
携した生徒を育ててい
くための効率性を高め
た教育プログラムを提
示する。

アクティブボードやプラ
ズマディスプレイを、授
業のみならず日常の生
徒の学校生活の中で
多用し、生徒の教育活
動に一定の効果を上げ
た。

朝読書の実践を行って
きたが、学級図書や図
書館を積極的に活用
し、活字離れが進む生
徒たちに、活字に慣ら
せる教育環境を整備を
する。

学校を支えてくれる保
護者の会や外部団体と
の連携を強化し、学校
運営を側面から支援し
てくれる組織の意見を
受け入れながら、更な
る本校の発展を目指

す。

保護者の会との情報交
換、学校運営に対する
外部団体の参画、外部
要望の学校運営に対
する反映、保護者に対
する協力依頼

保護者の会との定例会
がルーチンで終わるこ
となく、積極的な意見交
換の場として発展させ
ていく。また、SKS活動
やSPP活動を通して、
地域から評価される学
校作りをする。

学校行事の中で、学期
に一度は授業参観会・
学級懇談会を実施し、
加えて学期末には確実
に三者面談を実施する
ことで、保護者との連
携強化をはかった。
SKSやSPP活動に関し
ては、評価される結果
を得られた。

高校との保護者の会と
の関係を、完成年度ま
でに検討し、高校と中
学校の保護者会の位
置づけを検討する。

施設設備の美化と定期
的な点検を確実に行い
安全管理に努め、生徒
たちにしっかりとした学
習環境を整備する。

効果的な施設利用と環
境美化、施設・設備の
点検、学習環境の整
備、図書館の活用

アクティブボードやプラ
ズマディスプレイといっ
た、これからの教育で
必要となる機器を積極
的に活用し、生徒に対
する教育効果を上げて
いく。

学校の教育内容が問
われる時代、教職員の
資質向上が常に求めら
れるので、計画的かつ
時代が求める教師と
なっていくための研修
を的確に実施し、各教
職員が個々のスキルを
上げていく体制作りを
する。また、研修内容を
共有化していくための
システム作りをしてい
く。

計画的な研修体制の
確立、郊外研修への参
加、研修報告会の実施

CASE、言語技術教育
などの研修に加え、ICT
教育における情報発信
ができるよう研修を進
めていく。


